
総　　合

平成25年２月15日号5

　

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
平
成
25
年
度
の
臨
時

職
員
の
任
用
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
職
種
、
人
数

　

事
務
補
助　

若
干
名

●
募
集
要
件

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
方
で
、
職
員
の
介
助
な
し
に
事
務
従

　

事
・
通
勤
が
可
能
な
方

●
職
務
内
容

　

事
務
補
助
一
般（
窓
口
案
内
業
務
、
郵

　

便
物
発
送
業
務
、
デ
ー
タ
入
力
業
務
、

　

文
書
作
成
業
務
な
ど
）

●
勤
務
条
件
な
ど

①
勤
務
場
所

　

市
役
所
仮
設
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設

②
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
平
日
の
午
前

　

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
配
属
部
署
に
よ
っ
て
は
、
勤
務
日
や
勤

　

務
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
賃
金　

原
則
と
し
て
日
額
６
０
０
０
円

　
（
通
勤
賃
金
加
算
あ
り
）

④
保
険　

原
則
と
し
て
健
康
保
険
、
厚
生

　

年
金
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

●
登
録
か
ら
任
用
ま
で

　

募
集
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
登
録
台

　

帳
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
書
類
審

　

査
、
面
接
な
ど
を
経
て
必
要
に
応
じ
て

　

任
用
さ
れ
ま
す
。

※
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
も
必
ず
任
用
さ
れ

　

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
任
用
期
間

　

６
カ
月
以
内（
６
カ
月
経
過
後
、
さ
ら

　

に
６
カ
月
以
内
で
更
新
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。）

●
受
付
場
所
、
募
集
期
間
な
ど

 

・
場
所　

総
務
課
人
事
係

 

・
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
（
平
日
の
み
）

 

・
期
間　

２
月
15
日（
金
）〜
28
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日
消
印
有
効

●
応
募
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
平
成
25
年
度
臨
時
職
員
登
録
票（
身
体

　

障
が
い
者
用
、
総
務
課
で
配
布
）

②
写
真（
帽
子
を
と
っ
て
正
面
か
ら
上
半

　

身
を
写
し
た
も
の
、
縦
横
３
㎝
）

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し（
氏
名
、
生

　

年
月
日
、
障
害
の
級
別
、
障
害
名
が
記

　

載
さ
れ
た
部
分
）

※
②
③
を
総
務
課
に
持
参
し
て
、
そ
の
場

　

で
配
付
す
る
①
の
用
紙
に
ご
記
入
く
だ

　

さ
い
。

※
募
集
の
お
知
ら
せ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、①
の
用
紙

　

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る
こ
と

　

も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
も
受
付
可
。
そ
の
際
は
、
封
筒

の
表
に「
臨
時
職
員
応
募
」と
朱
書
き
し
、

①
の
書
類
に
②
の
写
真
を
貼
付
し
③
を

添
え
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

大
田
原
市
総
合
政
策
部
総
務
課
人
事
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
２

大
田
原
市
臨
時
職
員（
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
）の
募
集

がんばる中学生を応援！土曜学習室
　市内の中学校では 11 月～２月の期間で、中学３年生を対象に「土曜学習室」を開
催しています。今年度は市内３校で、土曜日の午前中に学習会を実施しています。
開設科目や実施方法は学校でそれぞれ異なりますが、先生方や大学生がボランティア
として生徒たちの学習支援を行っています。

大学生がボランティアティーチャーで参加（金田南中学校）
　１月 19日（土）に開催された「土曜学習室」の様子を紹介します。
　金田南中学校では、白鷗大学教育学部の２名の女子大学生にボランティア
ティーチャーとして参加していただいています。当日は数学と理科の講座が
行われていました。高校受験を間近に控え、中学生は真剣に学習に取り組ん
でおり、積極的に質問する様子が見られました。
　１時間目は、33名の生徒が２つの教室に分かれて、数学の問題に取り組んで
いました。数学の先生とともに、大学生が生徒たちの間に入って熱心に指導していました。
　生徒からは「丁寧に説明してくれるので、分かりやすいです。」「どんどん声をかけてくれるので、質問し
やすいです。」という感想が聞かれ、休み時間も学生さんの周りに生徒が集まって質問していました。

　中学校の先生は専門性を生かし教科のポイントを押さえた指導
をされ、そこに丁寧に生徒に寄り添う大学生がいて、とても温か
い雰囲気に包まれた金田南中学校の土曜学習室でした。　
　市内の各中学校では、土曜学習室以外にも、授業外の時間を有
効に活用し学習の補充に取り組んでいます。昼休み、放課後、長
期休業など、各学校の工夫された取り組みはさまざまです。生徒
たちにとっては学力の向上や進学という現実的な目標もあります。
また、生徒一人ひとりの目標を実現するための学力の保障は、生
徒の心の安定・成長にも大切な視点と言われています。

■問い合わせ　学校教育課学校教育係　　（９８）７１１３

・大田原中学校
・金田南中学校
・佐久山中学校
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・金田南中学校
・佐久山中学校
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